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姫田忠義氏講演記録
｢私とアイヌ民族」
こんにちは，姫田と申します。
映画フイルムによる記録作業というのは1961年から始めました。昭和36年，いわゆる60年安保の
翌年になります。たまたま私は東京に出てまいりましたのが昭和29年でありますけれども，そのと
きに出会った方がおられました。民俗学者の宮本常一氏であります。たった一日の出会いでありま
したが，まず出会ったときに，「この人は俺の師匠だ」と思いました。当時は大学の先生でもない
し民俗研究家という肩書きで新聞記事なんかを書いておられました。その方に出会いまして，私
はある種の学術的な意味での方向性というもの，指針というものを与えられたと言えます。
それはただ，基本的には旅をするということでありまして，これは宮本先生は旅をする人でい
らっしゃったわけですが，私はそれ以前の戦争中から，少年時代から，旅が好きだったものですか
ら，その延長上にずっと今日までがあると思います。いわゆる自然の中を歩く，あるいは山に登る，
そういうことの目標ではなくて，人の所を訪ねていくというのが，私の旅ですか，これは親から与
えられた素質といっていいかもしれませんが，そういう方向`性を持っておりまして，それを基礎に
していろいろな体験的な勉強をさせていただいてきている，ということが言えるかと思います。
その一つの体験の中に，アイヌの人たちとの出会いがございました。これは私にとっては非常に
大きい出会いであり，今日に至るまで私ならびに，私が創立以来所長をやっております民族文化映
像研究所という研究所の作業の，大きな基軸になっております。アイヌの人たち，アイヌ民族の生
活と文化，それは，日本列島で生きてきた他の人びとのそれとは遠くはなれた，また全く異質なも
のではなく，民族独自の姿を保ちつつ，しかもその基礎，基層に，深く広い普遍性をたたえたもの
であることを，私は教えられてきました。私たちの研究所の目標は，日本の，そして世界の基層文
化の記録，研究である。私はそう言ってきましたが，そういう発想の起点にアイヌ民族との出会い
があったわけであります。
基層文化という言葉を日本語でいいますと，それは何のことかという議論も，いろいろ難しいと
ころがありますけれども，これはあるヨーロッパ言語学の専門家の先生に教えられたことで申しま
すと，ヨーロッパ言語学では基層文化という言葉を，こういうふうに考えている，それを定義とし
て言えるよ，ということです。その言葉は，サブストラタム，あるいはサブストラテイウム(substra-
tum）という表現でありますが，意味は被征服者の文化ということであります。そしてそれの内容
というものを具体的に申しますと，例えば西ヨーロッパにおける最も歴史の古いとされている民族
のバスク民族，それが典型的な例であるということであります。
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それの上に歴史的な時間とともに，いろいろな人の流れ，交流といったものが生まれてくる。バ
スク民族というのは，クロマニヨン人の直系の流れを受けた子孫だという認識の仕方が，西ヨー
ロッパの人類学の人には定着しているようであります。ケルトの人たちもそうであります。私はた
またまご縁がありまして，1977年（昭和52年）以来，バスク民族の所に通うようになりましたけれ
ども，そういう体験をも含めて振り返って考えてみますと，日本における基層文化の担い手といい
ますか，アイヌ民族もその一つの流れであるのではないかということを考えております。
基層文化に対して上層文化ということも想定されています。西ヨーロッパの場合には，こういう
ことのようであります。基層はバスク人の文化あるいはケルト人の文化，それに対してギリ
シヤ・ローマなどの文化が重なり，その上にラテン，ゲルマンの文化というふうに重なり，さらに
は近代的な国家の名称をつけたフランス文化あるいはドイツ文化といったようなものが重層して
いる，というような考え方のようであります。
日本の場合にはそういう考え方で自らの歴史や文化のあり方，歴史というものを考えるというこ
とはいかがでございますかね，私自身はあまりなかったわけで，何か－つのもっと単純な発想法を
持っていました。特に私の少年時代から，まあ戦争（第二次世界大戦）末期には16歳の少年兵に
なって兵隊に出て行って，あと半年先まで戦争が続いておれば，この世の中にいないだろうという
ような運命をたどったわけですが，僕らの少年期に叩き込まれたイメージで言えば，一つの天皇制
を中心とした天皇制国家だという，そういう国家体制のイメージでもって語られておりまして，そ
れが成立していく年代というものが歴史の始まりのように語られていた。加えて，明治時代，大正
時代，さらには第二次大戦後になりまして，稲作という農耕の形態というものを基礎にした歴史の
語られ方が一番基本的だというふうに，強調され，私たちは教わってきたかと思います。これは私
の受け取り方でありますが，私自身は戦争が終わった時点で，自分自身のそういうイメージという
か価値観というものを徹底的に粉砕されました。そして，模索をする。どういうふうに考えたらい
いのかということを考える。そういう足取りが旅であり，私の今日までの人生であり，そのなかか
ら基層文化の探求という課題が生れました。ヨーロッパ言語学の定義とはちがったイメージ・表象
としての基層文化というものですが，それは，最後に触れさせていただくとしてその出発点の時期
にアイヌの人びととの出会いがあったわけです。
さて，アイヌ民族に出会いましたのが，昭和40年，1965年ですね。日本はちょうど東京オリン
ピックが終わり，高度経済成長期に入った時期でありましたね。北海道の中央部に新十津川村とい
う所がありますが，これは奈良県の十津川村の方たちが明治時代に開拓して入った所であります。
そこに行きましたときに，小さいアイヌ・コタン（アイヌの集落）があるよ，と教えられ，さらに
はそのコタンの奥にアイヌの青年が一人で開墾しているよ，と役場の人に教えられ，訪ねていきま
した。それで，水の冷たい沢の奥，熊笹の生い茂った所を，一人で拓いておられましたですね。そ
の人との出会いが一番先でした。
そしてその２年後に萱野茂という人に出会いました。彼は後に，参議院議員，アイヌ民族で初め
ての国会議員になられた人であります。この人との出会い，並びにこの人のおられる北海道の沙流
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郡平取町二風谷という地域でありますけれども，そこに行くことが基本になりまして，そこでの記
録作業をずっと続けてまいりました。『アイヌの結婚式」という記録映画が一番最初の萱野さんと
の共同作業の作品であります。そのもう少し前に「イナウ』という作品制作で，菅野さんに教え
られたのですが，それは，私の今の研究所の作品としてではない作品です。
で，その『アイヌの結婚式』というのは'971年でありましたが，奇しくもというべきでしょうか，
そのちょうど１００年前の明治４年，1871年のことですけれども，これがアイヌの人たちが日本国籍
を持たきれた時であります。この時に，沖縄の人たちも，それから小笠原の人たち，みな日本国籍
を持つようになりました。というのは明治の国家体制を整えるという一つの大きな動きがあったわ
けです。それでアイヌの人たちは日本人とされました。以後，いろいろなプレッシャー，差別とい
うものが起こります。
私は西日本生まれなものですから，アイヌの人たちがそんなにおられるのかも知らないくらいの，
幼いころの育ち具合であります。関東の人はアイヌの人たちの存在を知っておられたでしょうかね。
これは後ほどの大村さんとの話にも関わっていくと思いますけれど，人間の知識なりを，今は情報
機器，情報網がものすごく発達したと言われておりますが，人間というのは，－体どこまで自分自
身のものとして，ちゃんと定着したイメージとして，肉体化したイメージとか考え方，思い方，そ
ういうものを持ちうるだろうか，というのは大問題だと思うのですが。やはり生身の身体で感じら
れるものから離れたところにどんどん遠くなっていく，そのときにいろいろな誤解も，思い込みも，
いろいろなものが生じてくる。そういったことはいつも自戒しなければならないのですが，その西
日本生まれの私が，北海道を中心にして暮らしておられるアイヌの人たちのことを本当に知らな
かった。親からも聞いたことがなかったという状況であったことは確かであります。
出会って，僕は大変大きな示唆をいただきました。話せば長いことになりますし，何よりもこと
アイヌに関しては，皆さんにたとえ10分でも15分でも，私の研究所のアイヌ民族の記録映画作品を
見ていただくと一番いいのですが，それができません。残念ですが，どうぞお許しください。
さて，「何を学んだのかね，アイヌの人たちから？」－それを端的に表現するものとして，“言
葉，'，アイヌ語のことに話を絞らせていただきます。人間の言葉。アイヌの人たちはアイヌ語を話
しておられましたが，先ほど言いましたように，明治初期に日本国籍を持たされた，それがあるが
故に，学校教育の場においても，日常生活の場においても，日本語を使うことが大前提になります。
その結果，アイヌはアイヌ語を学ぶ機会は無くなっていったし，使うこともなくなっていった。そ
してその延長上にありますが，結婚式というようないろいろな習俗ですね，生活や習俗，そういう
ものがどんどん日本化されていきます。その中に，結婚式という一つの社会習俗といいますか，大
事な人生の儀礼といいますか，それがあったわけであります。人の生命が生まれる，その前提とい
うかそのスタート点に結婚式というのがあると考えてよいかと思います。今はいろいろな方法で生
命が生まれたりするようになっておりますけれども，基本的にはそういうことであろうと思います。
そして萱野さんがおっしゃったことは，「アイヌ流の結婚式をアイヌがしなくなってから，もう７０
～80年になるんだよ」ということです。ちょうど明治初期に日本国籍を持たされてから以後，と
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いうことであります。
それを，ある－人の女性が「私はアイヌだから，アイヌ流の結婚式をしたい」という熱い心を
持たれて菅野さんに相談なさった。それでその話を，私は菅野さんから聞かされました。ちょうど
昭和46年，1971年の３月下旬だったですね，東京の国立劇場で「アイヌ・ギリヤーク・オロッコの
民族舞踊歌と踊り」という催しがありまして，それに萱野さんの集落の人たちのご一行が見えら
れたわけです。私は台湾の一人旅から帰ってきたばかりでありましたが，人づてにその連絡をいた
だきまして，前日にお会いしに行きました。そうしましたら，萱野さんが今言ったような結婚式の
話があるんだな，とおっしゃって，「もう後にも先にもこういうことはないかもしれないから，記
録をしておきたい，でもお金も何もないから，どうしようかと思っていたあなたの顔を見たらそ
うだ，と思った」と，話をしてくださったわけであります。１００年目ですよ。日本国籍を持った１００
年目に，そのアイヌの結婚式という，本当にささやかでありますが大事な行いが，二風谷という集
落で行われたわけでありました。それを通じて，いろいろなことを思わせられたり，あるいはそれ
がいろいろな出発点になっております。
例えばその翌年の昭和47年，1972年，第一次大戦後アメリカ軍の占領下にあった沖縄が日本に
返還きれ，日本に復帰をいたします。そしてその沖縄返還と入れ替わるような形で，アイヌ民族の
存在が，いろいろな運動体の人たちから注目されるようになり，アイヌ独立論まで出てまいりまし
た。その手がかりの一つに，『アイヌの結婚式」というフイルムがとりあげられたのです。それは
論文になったり，社会運動のひとつになったりもしましたが，それほどの状況の時代でありました。
さて，以来私や私たちの研究所と萱野さんたち，アイヌの人たちとの御縁のなかから，次つぎに
記録作品が生まれましたが常に私が思い定めていたことがあります。
それは，アイヌのことは，まずアイヌが語れ，ということであります。
そしてその御縁をいただいた私たちは，可能なかぎり深くそれを聞き，その意味や真意，さらに
は価値を可能なかぎり明らかにする作業者，記録者である，そう律してきたつもりであり，その具
体的な方法として，記録を対話体で進め，まとめる，そうやってきました。
ただし第一作の『アイヌの結婚式』は，私がナレーションを書き，ナレーターが読むという形
をとらざるを得ませんでした。菅野さんが，再三再四，それはお前が書けと言われたからです。そ
れは映画の専門家のお前が書くんだろう，というわけであります。
が，第二作目以降は，私が聞き役になり萱野さんが話すという対話体の形が定着しました。
1970年代初頭の記録映画の世界では，対話体というスタイルはほとんどなかったと言ってよいと思
います。なぜ，私はそうしたのか□
例えば私はアイヌの人たちは，私ども内地系日本人のことを“シャモ”というと誰かに教えら
れていたのですが，シャモというのは喧嘩する鶏のことをシャモというが日本人はそれだ，喧嘩
好きの悪い奴だという意味合いを込めて言っているように初めは受け取っていたのですが，そうで
はないのです。萱野ざんはそういう理解をしておりませんで，シサムウタラの略語だと言っていま
す。アイヌ語で「シ＝私，サム＝隣，ウタラー仲間」という意味で，私の隣人ということなんです
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ね。それにすぎないんです。また一説によると，中世のころ，蝦夷地（北海道）に行った仏教の修
行者たちを，沙門（シャモン）という，それがなまってシャモになったのだろうという説も聞かさ
れたことがあります。でも，アイヌの萱野さんの考え方，イメージでは，シ・サム・ウタラという
ことであります。
以下同文で，ことごとにご本人たちの実感とシャモの理解にはズレがある。歴史的な運命的な変
遷をたどっているのが人類の足取りだと思いますけれども，それからみると，他者が，その人の内
的な世界というもの，思いの深さとか，そういうものを汲み取るというのは容易なことではないと，
私はそう思っております。ですから，アイヌのことはアイヌ自身が語らなければならないのです。
しかし，もし，誰もそれを記録も何もしないということになると，それはまた消えていくままに
なってしまいやせんかということも思いまして，私は自分の人生を“記録者，，，“記録をする'，，と
いうふうに律してきました。芸術家でもない，学術研究者でもない，というような意味で，あえて
記録者という表現をしてまいりました。しかしこれは容易な道ではありません。他者の内面とい
いますか，それを含めた深いものを表現する，明らかにする，伝える，というようなことは容易な
ことではないことは，何度も繰り返すようですが，絶えず思っております。それの一番最初に結
婚式というフイルムが萱野さんたちとの間にできた，生まれたわけであります。また同時にこのと
きに，「ウェペケレ集大成』第一巻という萱野さんのご本の手伝いもいたしました。
ウウェベケレというのは，アイヌの伝承ですね。アイヌの伝承というと金田一京助先生の論じた
ユーカラというのが有名でありますが，それ以外にも勿論，伝承があるわけです。“ユーカラ”と
いうのは英雄叙事詩であります。それに対してこの“ウウェペケレ”というのは，日常生活のあり
ようというものを語った日常語の話であります。ただし，その日常の中にイメージとして人間同士
の話だけではなくて，人間と動物，人間と鳥人間と自然との交流を描いた，そういうストーリー
だてにどんどん入っております。ただしこれを日本語にするときに，萱野さん自身が“民話”と
訳しておりましたが，「ウウェペケレって民話でいいの？」と，いろいろと伺いましたら，そう言
えばそうだなあ，と教えてくれたのは，ウウェペケレというのは「ウウェー互いにペケレ＝清ら
かにする」ということで，「お互いに清らかにする」という意味だということです。つまり，お話
のストーリーだての形式を言っているのではなくて，働きを言っているんですね。
実は今日，最初にいきなり私は集約する言葉のことを申し上げました。アイヌ民族のお話を伝え
ぎせていただく，そのときにいきつきたいのは，「言葉」ということですが，もうそこに入ってい
くわけであります。言葉が，人間の思いというものを表す－番重要な手がかりだと思います。その
ほかに有形無形のいろいろな行事や動きがあったり，あるいは工作物があったり，そういうもの
がいろいろ表現としては生み出されていくと思いますが，その大前提に，生まれたばかりの赤ちゃ
んが「おぎやあ｣，と言ったり，「ああ｣，と言ったりするのと同じ声，体の内奥から発している生
命体としての声。声という音の動き，ムーブメント。それが基本的に大きな一つの手がかりとして，
大事なものとしてあるのではないか，そういう意味で言葉に絞らせていただくという言い方をした
わけであります。
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今，“ウウェペケレ”という言葉を言いましたが，“アイヌの民話”という日本語にしましたとき
に，いかがですか，“民話，，というイメージと“お互いに清らかにする”というイメージ，内容と
いうものに，何かギャップを感じませんでしょうか。“民話”という言葉にもそれはあるでしょう。
あるでしょうが，そのことを言っている言葉として成立しているわけではないと思います。そこら
は難しいですね。アイヌ語を日本語に訳す，本当に日本列島に生きている同じ日本人として今，言
わせていただきますけれども，一緒に生きている人たちの内面を表現する言葉，それを翻訳するこ
とは，それは難しいと思いますよ。しかし同時に，何となく分かるよということはあるかもしれま
せん。それは直感，分かり合えるという直感，あるいは共感する力，共感，ともに振動する，そう
いう働きというものを我々人間は持っていると思います。そういうことを手がかり，頼りにしなが
ら，ぜひ他者の内面というか，イメージというものを学んでいきたいと思います。「お互いに清ら
かにする」という言葉はそのままここにあるというか，素晴らしいことではないかと思うので，日
本語でもそういう言葉でちゃんと実現していければいいなあというふうには思いますね。
これは自分の著作にも書いたり，レポートさせていただいたりもしておりますが，言葉，アイヌ
語の持っているすごさという意味合いを少しでもお伝えできればと思いますので，あと１～２の例
をあげさせていただきましょう。
獲物がたくさん捕れた，獲物というのはアイヌ民族は狩猟，漁携，採集，そういう生活様式を明
治になるまでは基本にされておられたわけですが，そのときの獲物一動物や魚ですね，－たく
さん捕れたというのをアエアウナルラと言います。そしてそれはア・エ・アウナ・ルラと分解でき
るというわけです。「アー私，エ＝それ・獲物，アウナー隣，ルラー運ぶ」“私それを隣に運ぶ，，と
いう意味だそうです。これが“獲物がたくさん捕れた，，ということになるんだそうです。いかがで
しょうか。日本語ですと，「獲物がたくさん捕れた」というと量的な意味と同時に，“それは俺のも
のだ，，という“俺の財産が増えた'，というふうに聞こえませんでしょうか。ところが，“アエアウ
ナルラ”というのは，獲物がたくさん捕れたと言っているのですが，“それが分けられる，みんな
に'，そういうことを言っているのだというわけであります。
また，こういう言葉もあります。クヤイニコロオシマ。意|床は，「私，恥ずかしい｣。“いやあそ
れは恥ずかしいよ'，ということらしいですけれど，ク・ヤイ・ニコロ・オシマ「クー私，ヤイー自
身の，ニコロー髪にオシマー入る」“私自身の壁に入る"，これが「私，恥ずかしい」という言葉
になるわけです。「私自身が自分で自分の体の中に裳を作って，その中に入る，ということだよ｣，
と言われました。それで私はとっさに思いました。あ，日本語には「私，恥ずかしい」というとき
に，「穴があったら入りたい」という言い方があるなあ。しかし，そのクヤイニコロオシマという
言葉を聞いたあとでは，「穴が無かったら入らないの？つまり恥ずかしくないの？」ということ
になっちゃうなと。そうすると恥ずかしいということが他人事のように聞こえるわけであります。
自分自身の本当の自発性というか，そういうところから出た言葉ではないように聞こえてきました。
以下同文で，本当にアイヌ語の持っている世界というものについて，私は大きな衝撃と示唆を与
えられて今日に至っております。アイヌの人たちはそれを自らの言語として生み出してまいりまし
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たですね。
話は飛ぶのですが，僕はバスク民族の所に行ったときに，「バスク人というのはどういう人です
か？古い歴史のある人たちとうかがいましたが｣，と聞くと，「バスク語を話す者だよ」と，こう
言うんですよ。バスク語を話すのがバスク人。とっさに私は，アイヌ語を連想しました。アイヌ語
で“アイヌ'，とは“人，，，あるいは“人間，，という意味。またこの地球上には，自分自らのことを
"人”あるいは“人間”としか言わない人たちの集団が他にもある。例えば北欧の北極圏で暮らし
ておられる，昔ラップ人と呼ばれていたサーミの人たち。この“サーミ”もサーミ語で“人”です。
そして自らをそういうふうに表現するということは，それは知恵がないからなのか，それとも頭が
古い，考え方が古いからなのとか，そのような理解の仕方でおさまるものでしょうか。
というのは，今，我々日本人もそうですが模索をしているのではないでしょうか，どういう生
き方をしたらいいんだろうなと。一生懸命模索をしていると思いますね。そのときに，日本人とい
う枠を考えますと，日本人という枠，その枠に足を取られるとかいうことが，ひょっとしたらある
のかもしれませんですね。それは，本当に大いに考えたいものであります。そういう何か自分を縛
るものを解き放って，私たちは生きていきたいなと思うんです。特に私はある年齢に達しましたも
のですから，最近特に思います。自分を縛り付けているものがめったやたらにあるものですから，
それで寝苦しいとか息苦しいとかいろいろなことがあります。そういう点でいつも解き放ち解き
放ちして，自分を生きていくような，そういう生き方を試みたいものだと思います。そういう点で，
無念無想一大樹の下で座禅を組んで悟りを開いてそっとしているのが，理想形として浮かんでき
たりするんですけれど，まあそうはいきませんので，そういう意味の解放を，自らを解放するとい
うことがいつもできれぱなあと。ただし，なぜ解放しなければいかんのかというと，自分自身の問
題でありますけれども，同時にそれは，自分とともにいる家族や友人たち，社会の人たち，それと
の関係において，閉じっぱなしの存在というのは困るわけであります。そういう点では，お互いに
開いた存在でないといけないと思います。
それでもなお，私ども人間は個でありますから，自分というものの存在にやはりこだわるし，自
分というものを全く忘れることはできません。あるいは死ぬときは一人だよ，ということを言いま
すが，そういう意味では自分，個というものを除くことは全くできません。と同時に，個は空中に
宙ぶらりんに，単独に孤絶して存在しているものではないと思います。何らかのつながり，何らか
の広がりの場において存在しています。今日のこの場も，これも一つ場でありまして，ただし，こ
の国士舘大学がお考えくださった－つの場であります。これがあるが故にお目にかかることもでき
ますし，またお声を聞くことができるわけでありますので，こういう工夫をいつもし続けることが，
生きていくという道であろうと思うのです。しかしそのときに手がかりになるもの，考え方の手が
かりというものを絶えず見つけ出しておかないと，必ず孤絶しあるいは絶望してしまう。ひょっ
としたら今の若い世代は，その絶望感とは言わないけれども，孤絶感の中で苦しんでいるのかもし
れない。それは個というものは教えられるけれど，個の広がり，個が存在している場の世界につい
ては全く教えられない，あるいはそれを意識させられない，そういう状況があるのではないかなと
８８
思ったりもいたします。
アイヌの人たちの暮らし方を，あと残り僅かな時間となりますので，最後にもう一つレポートさ
せていただきます。それが，後の対談の世界にも少しつながるかなと思います。
アイヌの人たちがどのような暮らし方をしてきましたかということですが，先ほども申しました
ように狩猟，漁携，採集と簡単に申しましたけれども，それは非常に歴史の古いやり方でござい
まして，つまり，動物や鳥の狩をする，それから魚を獲る漁ですね，それから採集というのは，草
や木の実などを採集し食べる，そういうあり方のことであると，単純に言えばそういうことであろ
うかと思います。アイヌの人たちは農耕民ではなかったとされていたわけですが，実際に農耕しな
かったのかということは，よくよくこれからも勉強し直さないといけないのではないかなと思う節
もあります。
これは具体的に言いますと，うちの研究所の一番最後のフイルムに『シシリムカのほとりで』と
いう，長編記録映画があります。シシリムカというのは沙流川のアイヌ語名です。その中に，河川
敷ですね，川が増水すると水が冠水してしまって何も使えない，しかし水が引くとそこの河原が草
地になって，そこを畑にする。そこに稲科の植物，稗とかそういうものを蒔いたりして栽培する
ことができる，そういうあり方を，実は『シシリムカのほとりで」というフィルムの中では，萱野
さんたちが昔やったものだという意味でやってくださったんですよ。
それを見ておりましたときに，いろいろ考えさせられました。つまり，そのやり方とかその土地
の所有権ですね，農耕というのは土地所有，つまり，その土地は誰のものという前提がないと，農
耕生活はできません。狩猟文化ですと，例えば動物を獲る，相手は動物で，「動物のお前が生きて
いる場所は俺のものだよ｣，と言うわけにはいかんわけですよ｡人間がそういうふうに言えるとき
もあるけれども，言えないときがいっぱいあるわけですね｡それで，農耕文化というものが何を生
み出していったかというと，私有権というものも生み出していった，原始的な姿で，と言えるかと
思います。ところがその中で，そういうふうにしゃっきりと区別がつかないという場合が大いにあ
ると思います。今言いました河川敷で云々というのは，季節によって農耕の場所がすっとんじゃい
ますから。そういう意味の水辺でどうしても，という生業の立て方というのは，きっとアジアでも
アフリカでも中南米でも，中国大陸でも，そういう所がどこにでも，大いにあると思いますし，実
は，チグリス・ユーフラテスとかいろいろな人類の古代文明を語るときの場所は，たいてい大きな
河川の流域であります。そこをどう御して生きていったかということは大問題なのですけれども，
よく分かっていないのじやないかと思います。
これは私の課題という意味で申し上げました．それというのは，そのことを考える－つの手がか
りとなる，アイヌの人たちの農耕の歴史というのが無視されております。アイヌが狩猟漁携民であ
るというような言い方であります。そういう点で，私たちの日本列島の中にも，自らの足元にそう
いう人類史的な上での課題というものを振り返る，重要な手がかりがあるということを指摘させて
いただきます。そしてそれを成り立たせていく事例を，一つだけ申し上げさせていただきますが，
「ここを俺，畑にするんだ」と言って，アイヌの人が今言いました河川敷に入ったりするときに，
姫田忠義氏講演記録「私とアイヌ民族」８９
そこに人の背丈と同じくらいの高さの十字架状の木標を立てる。アイヌ語でクイタクペ。「クー私，
イタクーしゃべる・話す，ペーもの｣，“私・しゃべる．もの，，というんですよ。。そうするとそれ
が立っている所は他のものは，誰も手をつけてはいかんという，お互いの約束ごとになっているん
です。こういう標識というのは一体何だということになります。実は，日本の山の村とか，里山だ
とか今日的な捉え方がいろいろありますけれども，そういう所のいわば人里と野生の山との境と
考えられている場所に，特定の行事の日に立てるいろいろな印があります。例えば木の枝，叉に
なっている叉木の枝をぴょんと立てて山の神様を迎えるのだという，そういう日本人でいうと御幣，
しめぎあるい標木と考えていい，そういう目EDというものが大いにあると思います。いったいそれは何か。
その働きというものを通じて，何が考えられるかということが，まだまだ未解明な課題として残っ
ていると，私は思っております。
はじめて申しましたように，私は，自分の作業を「基層文化の探求」と表現してきました。
そしてそれは，近年知ったヨーロッパ言語学の定義「被征服者の文化」では律しきれないもの，
それをも含む大前提のあることを思いえがいてのものと言えます。
その大前提とは，私たち人間を含む生命体，いのちの存在する場，大自然のことです。
私たちは，その場に生きている。いや，生かされて生きる存在です。その「大自然に生かされて
つちか生きる生命体・人間が培ってきた内的世界・精ﾈ申文化の最も深い位層にあるもの｣，さらに言えば
｢大自然への畏怖，敬意，感謝を基層とする文化｣，私はそれを学び，歩んできたわけであります。
ありがとうございました。
